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公立松任石川中央病院　薬剤室長　　高　本　美由喜

巻頭言

地域の中核病院としての取り組み
～病院薬剤師の使命～

　春光うららかな季節となりましたが、石川県病院薬師会会員の皆様にはご健勝にお過ごしのこととお

慶び申し上げます。

　今年は東京オリンピックの開催に、日本中が歓喜に溢れているのではないでしょうか。

　2018年12月現在、在留外国人数は273万人を超え、前年同月と比べ約17万人（6.6％）増加となり過去

最高となっています（法務省：在留外国人統計表より）。さらに、国は労働力の強化のために外国人受

け入れ制度を2019年４月にスタートさせており、訪日外国人・在留外国人は今後も増え続けていきます。 

そこで医療機関が外国人患者を受け入れる際には、医療通訳サービスや感染症対策、医療費未払い金対

策などの課題があります。

　2020年度診療報酬改定の基本方針では、４つの「基本認識」が示されました。基本的には前回改定の

内容が踏襲されており、地域の実情に応じた地域包括ケアシステムの構築や、医師等の働き方改革の推

進、効率化・適正化による社会保障制度の安定化・持続可能の確保等がテーマとなっています。ただ、

前回と異なるのは「医師等の働き方改革の推進」が重視されている点で、2024年４月からの医師の時間

外労働の上限適応に備え、医師等の負担軽減が図られる方向です。

△基本的視点１：医療従事者の負担軽減、医師等の働き方改革の推進

△基本的視点２：患者・国民にとって身近であって、安心・安全で質の高い医療の実現

△基本的視点３：医療機能の分化・強化・連携と地域包括ケアシステムの推進

△基本的視点４：効率化・適正化を通じた制度の安定性・持続可能性の向上

　公立松任石川中央病院では小型翻訳機を導入し、バングラディシュやパキスタンの方々の診療を行っ

ており、薬剤師も持参薬の確認や自己注射の手技指導等に携わっています。また、2017年度から看護師

特定行為研修を開始しました。薬剤師を含め多職種で演習に参画し、医師業務のタスク・シェアリング 

・シフティングやチーム医療等に取り組んでいます。そして、業務の効率化に資するICTの利活用の推

進も行っており、将来的にはオンライン診療・服薬指導に繋がると考えています。
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　当院は住民の健全な生活をサポートするため、５疾患５事業に加え、近年喫緊の課題となっている在

宅医療の充実を目指し、地域完結型の医療提供体制の構築に力を注いでいます。特にがんについては、

早期発見から診断、手術、化学療法、放射線治療に至るまで切れ目のない診療体制を整えています。最

新型のPET/CTをはじめとした高度医療機器を配備し、自院で製造した放射性医薬品の品質検定は、薬

剤師が行っています。

　改定の具体的方向性には病院薬剤師の評価、医師・病院薬剤師と保険薬局薬剤師の共同の取り組みに

よる医薬品の適正使用の推進が記されています。実際に、緩和ケアを含む質の高いがん医療が評価され

ました。当院では院内の緩和ケアチーム研修会に、2019年度より保険薬局薬剤師も参加可能となりまし

た。

　当薬剤室は2019年度から病院・保険薬局連携セミナーを始めました。実際に処方箋を交付する当院の

医師からは病態、最新の診療、保険薬局薬剤師に望むことなどの講演を、当院薬剤師からは入院患者の

症例提示をし、多くのことを学べたと好評を得ております。また、当院薬剤師の指導の実際をグループ

ワーク形式で紹介するなど、顔の見える関係を築くための活動としてスタートしました。第１回は心臓

病、第２回は糖尿病をテーマとし、多数の白山ののいち薬剤師会の会員、近隣の病院薬剤師の先生のご

参加をいただきました。今後は外来がん化学療法や緩和など、保険薬局薬剤師ががん患者に対応するた

めに不足している情報を共有し、連携を推進していこうと思います。

　地域のニーズに応え、住民の健康を守っていくことが薬剤師の使命です。今後も病院・保険薬局の薬

剤師が共同で、積極的に新しいことに挑戦していく必要があると考えています。石川県病院薬剤師会会

員の皆様には、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。




